
藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０

2 第１章 遺跡と調査の概要



第１０章 西ノ原遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西ノ原遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約３００

m、さかい川の谷頭部から約５００m下った右岸、標高

１８～２１mに位置する。さかい川は現在の富士見市勝

瀬字茶立久保付近に湧水源を持つ伏流水で、東から西

へ流れて入間川の支流新河岸川に注ぐ。かつては水量

も豊富であったと言われるが、現在は下水路となって

いる。西ノ原遺跡とさかい川との高低差は２～３m

で、武蔵野台地縁辺で一段低い部分、さかい川が侵食

によって作り出した低位台地上に立地する。

周辺の遺跡は、下流に中沢前遺跡が隣接し、さらに

神明後遺跡、苗間東久保遺跡、浄禅寺跡遺跡等縄文時

代の集落が存在する。さかい川対岸には東久保南遺跡

と富士見市オトウカ山遺跡があり、その下流には縄文

時代中期後半の集落である中沢遺跡が広がる。

本遺跡は昭和４０年代頃までは武蔵野の面影を残す農

村地帯であったが、区画整理事業とふじみ野駅の開設

により、民間開発が急増し遺跡の破壊が進んでいる。

と、同時に発掘調査も遺跡面積１０ha の約４０％が調査

されている。１９７１年以来２００６年１２月現在で１３８地点に

及ぶ調査で明らかになった遺跡の時期は、旧石器時

代、縄文時代早期・中期・後期、平安時代、中世、近

世である。特に縄文時代中期には、１８０軒を超す住居

跡が環状集落として形成され、武蔵野台地縁辺部にお

いて東台遺跡と共に中期全般を通した良好な大規模集

落跡であったことがわかる。

第２１図 西ノ原遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
１ １９７１ 住居跡１、土坑３、集石土坑１ 大井町史資料編Ⅰ
２ １９７８ ２７０宅地造成 住居跡１、溝２、旧石器、縄文時代土器 「西ノ原遺跡」
３ １９７９ 宅地造成 土器片のみ出土
４ １９７９ ６６８宅地造成 遺構なし、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅰ
５ １９７９ 町史編纂 住居１、土坑１、早期炉穴２、縄文中期土器 大井町史料７
６ １９８０ ４５０宅地造成 土坑２、柱穴２、堀之内Ⅱ式土器他 東部遺跡群Ⅱ
７ １９８０ ５６３宅地造成 旧石器礫群２、縄文土坑１ 東部遺跡群Ⅱ
８ １９８０ ６６１宅地造成 縄文集石土坑２、土坑１、溝２、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅱ
９ １９８１ ６００ 柱穴６、溝２、石器、土器 東部遺跡群Ⅲ
１０１９８１ ４００個人住宅 柱穴１１ 東部遺跡群Ⅲ
１１１９８３ １９８宅地造成 縄文土坑１、縄文中期土器 東部遺跡群Ⅴ
１２１９８３ ３３０ 縄文中期住居２、縄文土坑３９ 東部遺跡群Ⅴ
１３１９８３ ３５０ 縄文中期住居１、縄文土坑５６、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１４１９８３ ２４０ 縄文中期住居２、縄文土坑３、集石１、溝１ 東部遺跡群Ⅴ
１５ 共同住宅 縄文土坑２、ピット６
１７１９８５ １６５宅地造成 縄文土坑２、溝１ 東部遺跡群Ⅵ
１８１９８５ ５６９宅地造成 縄文中期住居１、縄文土坑１、ピット群 東部遺跡群Ⅵ
１９１９８６ ２３０住宅建設 縄文中期住居１、縄文土坑１、屋外埋甕２ 東部遺跡群Ⅶ

２０
１９８６、
１９８７

３，５５３区画道路
縄文早期炉穴４、中期住居１２、竪穴状
遺構、屋外埋甕２、落し穴５、土坑４０

調査会報告６

２１
１９８６、
１９８７

４４７住宅建設 竪穴状遺構１ 東部遺跡群Ⅶ

２２１９８７ ４８０資材置場 縄文中期住居２、縄文土坑１１、ピット２ 東部遺跡群Ⅷ
２３１９８７１，０２４区画道路 土坑２ 調査会報告６
２４１９８７ 縄文中期住居２軒確認、未検出

２６１９８８１，６４９区画道路
旧石器礫群、縄文中期住居３、土
坑９、ピット、屋外埋甕１

調査会報告６

２７１９８８ ９４２区画道路
縄文中期住居５、縄文土坑２、炉
穴１、集石土坑１

３０１９８９ 区画道路 土坑１ 調査会報告６
３２１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１、屋外埋甕３ 東部遺跡群Ⅸ
３３１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３４１９８９ ２１区画道路 縄文中期住居１ 東部遺跡群Ⅸ
３５１９８９

４，０００
区画道路 縄文中期住居１、土坑１ 調査会報告６

３６１９８９ 区画道路
縄文中期住居４、縄文土坑５、落
し穴２、井戸１

調査会報告６

３８１９８９ ７４個人住宅 中期住居１、土坑３ 東部遺跡群Ⅹ
３９１９８９ ９４個人住宅 土坑２、溝２ 東部遺跡群Ⅹ
４０１９８９ ９８０ 消防訓練塔 中期住居４、土坑４、集石土坑１、ピット２８ 東部遺跡群Ⅹ
４１１９８９ ４７６区画道路 縄文中期住居４、土坑１ 調査会報告６

４２
１９９１、
１９９２

区画道路 屋外埋甕２、土坑１９ 調査会報告６

４３１９９０ ２７２個人住宅 縄文中期住居４、土坑３ 東部遺跡群ⅩⅠ

４４１９９０３，２２４区画道路
屋外埋甕、炉穴３、落し穴２、土
坑１６、集石土坑１

調査会報告６

４６１９９１ １９９個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４７１９９１ １４１個人住宅 遺構無し、石鏃、土器片のみ 町内遺跡群Ⅰ
４８１９９１

２，６１０
区画道路 縄文中期住居、土坑３ 調査会報告６

４９ １９９１、１９９２ 区画道路 縄文中期住居１２、集石土坑１、土坑８ 調査会報告６
５０１９９１ 区画道路 縄文中期住居１５、屋外埋甕１、土坑３ 調査会報告６集
５１１９９１１，１９０ モデルルーム 中期住居２、掘立柱跡、土坑２、ピット５ 町内遺跡群Ⅰ

５２１９９１ ９８４
ガソリン
スタンド

縄文中期住居１４、集石土坑７、土
坑５、野外炉１、ピット１９

調査会報告５

５４１９９２ 区画道路 集石土坑１、土坑１ 調査会報告６
５５１９９２ ２４１ 駐車場 縄文中期住居２、炉穴５、土坑１ 調査会報告５
５６１９９２ ２６１分譲住宅 集石土坑１、土坑３、ピット６、溝１ 町内遺跡群Ⅱ
５７１９９２ １７４個人住宅 中期住居２、土坑１ 町内遺跡群Ⅱ
５８１９９２ １４６個人住宅 遺構無し、縄文土器若干 町内遺跡群Ⅱ

５９１９９２ ４９４個人住宅
中期住居３、炉穴１１、屋外埋甕１、
土坑１、ピット１２

町内遺跡群Ⅱ

６０１９９２ ２５３個人住宅
中期住居２、炉穴４、土坑１、ピッ
ト３４、落し穴１

町内遺跡群Ⅱ

６１１９９３２，２４０区画整理 早期竪穴状１、落し穴３、土坑２、炉穴 調査会報告６
６３１９９４ １４７共同住宅 中（近世）ピット群、遺物無し 町内遺跡群Ⅲ
６４１９９４ ３２７共同住宅 近世・近代溝、前期土器 町内遺跡群Ⅲ

６５１９９４ ６１５共同住宅
縄文中期土坑３、平安時代住居
１、土師器、須恵器

町内遺跡群Ⅲ

６６１９９４ ４７４共同住宅 近代溝、縄文土器 町内遺跡群Ⅲ
６７１９９５ ３０８倉庫建設 縄文中期土坑、ピット、近代溝 町内遺跡群Ⅲ
６９１９９４１，８２１店舗建設 縄文中期住居２８、土坑６、ピット１１、溝１ 調査会報告１３
７０１９９４ ５５１店舗建設 屋外埋甕４、土坑１４ 調査会報告６

地点調査年 面積（�）調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書
７１１９９４ ３０９個人住宅 落し穴１
７２１９９４ ３２１個人住宅 縄文中期住居３、土坑２、溝２ 町内遺跡群Ⅳ
７４１９９４ １６９ 事務所建設 ピット６ 町内遺跡群Ⅴ

７５１９９５ ３７９ 事務所建設
縄文中期住居１７、集石土坑１、土
坑４、集石２、ピット９、溝１

調査会報告１３

７６１９９５ ４６８倉庫建設 ピット１、溝１ 町内遺跡群Ⅴ
７７１９９５ ３４７店舗建設 縄文中期住居１、土坑１８、溝４、ピット５８ 調査会報告１３
７８１９９５ ４５ 貯水槽建設 縄文中期住居３ 町内遺跡群Ⅴ
８１１９９５ ２２３ 店舗付住宅建設 溝１、遺物無し 町内遺跡群Ⅴ
８３１９９５ １９０個人住宅 縄文中期住居２、集石土坑２、土坑２、ピット２２ 町内遺跡群Ⅴ
８４１９９５ １３５個人住宅 土坑１、ピット５ 町内遺跡群Ⅴ
８６１９９６ ６９８個人住宅 土坑６、ピット２６、溝２ 町内遺跡群Ⅵ
８８１９９６ ７４５共同住宅 土坑３、ピット２９、柵列１、落し穴１、銭 調査会報告１３
８９１９９６ １４３個人住宅 溝、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９０１９９６ １７７個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、ピット９ 町内遺跡群Ⅵ
９３１９９６ １４１分譲住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９４１９９６ １６５個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町内遺跡群Ⅵ
９５１９９６ ２８３商業ビル 炉１ 町内遺跡群Ⅵ

９６
１９９６、
１９９７

３３３個人住宅
縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、
ピット３

町内遺跡群Ⅵ

９８１９９７ ２０６個人住宅 盛土保存 町内遺跡群Ⅵ
９９１９９７ ３９６個人住宅 土坑１、落し穴１、ピット１２、溝１ 町内遺跡群Ⅵ
１００１９９７ ４４７共同住宅 土坑２、ピット３ 町内遺跡群Ⅶ
１０２１９９７ １７９個人住宅 ピット２、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０４１９９７ ２２３個人住宅 焼土、溝２ 町内遺跡群Ⅶ
１０５１９９８ ５６５共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１、溝９ 町内遺跡群Ⅶ
１０６１９９８ １３５個人住宅 ピット１ 町内遺跡群Ⅶ
１０７１９９８ １３５個人住宅 ピット４、溝１ 町内遺跡群Ⅶ
１０８１９９８ ４１３個人住宅 縄文住居１、土坑１、近世溝３ 町内遺跡群Ⅶ
１１０１９９８ ３８５ 郵便局 落し穴１、集石１、礫群１ 町内遺跡群Ⅷ
１１１１９９８ ３５４個人住宅 ピット１、近世の溝１、道１ 町内遺跡群Ⅷ
１１２１９９９ １４４個人住宅 近世の溝のみ 町内遺跡群Ⅷ

１１３
１９９９、
２０００

２，８１７ 店舗
旧石器時代のユニット、中期住居
６、炉穴２、土坑、ピット、近世溝

町内遺跡群Ⅸ

１１４１９９９ ６７６ 駐車場 落し穴１、ピット２ 町内遺跡群Ⅸ
１１８２０００ ５４８店舗住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群Ⅹ
１１９２０００ ２２１倉庫建設 縄文中期住居３、土坑１、近世溝１ 町内遺跡群Ⅹ
１２０２００１１，１２０共同住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町内遺跡群ⅩⅠ
１２１２００２ ８０３個人住宅 縄文中期住居２、土坑２、ピット３５、近世溝４ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２２２００２ ５９３共同住宅 縄文中期住居４、溝３ 町内遺跡群ⅩⅠ
１２３２００２ ２５２共同住宅 根切溝のみ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２４２００２ ５２４個人住宅 縄文中期住居１、土坑２、溝２ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２５２００３ １８２個人住宅 ピット５ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２７２００４ ３２７個人住宅 土坑１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２８２００４ ６１４ 店舗 縄文中期住居１７、集石５、土坑１０、ピット１７ 町内遺跡群ⅩⅡ
１２９２００４ ２３５共同住宅 縄文中期住居１ 町内遺跡群ⅩⅡ
１３２２００５ ２７２ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居３、炉穴７、土坑１ 調査会報告１８
１３３２００５ １７６個人住宅 遺構無し、土器片 市内遺跡群２
１３４２００５ ３４８ 店舗 道跡１ 市内遺跡群２
１３５２００６３，３４１ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居１ 市内遺跡群２

第１２表 西ノ原遺跡調査一覧表
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育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北部に位

置しており、申請者と協議の結果、遺構の存在を確認

するための試掘調を実施した。

試掘調査は２００５年１０月６日から１１日に行った。幅約

２mのトレンチ３本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、旧道路跡とみられる轍痕を

確認したが、その他の遺構・遺物は確認されなかった

ことから、慎重工事の措置をとった。。調査区全体に

盛土と攪乱がみられ、地山ローム面までの深さは１００

～１３０�を測る。旧石器時代の確認調査は行っていな

い。写真撮影・全測図作成等記録保存を行い、埋め戻

し調査を終了した。

Ⅴ 西ノ原遺跡第１３５地点

（１）調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、原因者

より２００６年３月１０日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

範囲の中央部に位置しており、原因者と協議の結果、

遺構の存在を確認するための試掘調を実施した。ただ

し、調査区北側の県道に近い部分は植木があるため、

来年度以降に試掘調査を行うこととした。

試掘調査は２００６年３月１４日から２８日まで行った。幅

約２mのトレンチ９本を設定し、重機で表土除去後、

人力で表面精査した結果、住居跡らしき遺構を確認し

た。ただし、調査区の北側で県道に面する部分は植栽

が行われているため、試掘調査は植栽の植え替え後に

改めて行う予定である。旧石器時代の試掘調査は、調

査区の北側で行ったが、南側部分では行っていない。

原因者と再協議の結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は遺構の確認された部分を拡張し、２００６年５

月２９日から６月 日までふじみ野市教育委員会が行っ

た。本調査の結果、縄文時代中期の住居跡１軒、早期

の炉穴１基を検出した。（ふじみ野市教育委員会で報

告書刊行予定。）
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第２５図 西ノ原遺跡第１３５地点遺構配置図（１／４００）、土層（１／１５０）
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西ノ原遺跡第１３４・１３５地点・中沢前遺跡第２６地点

西ノ原遺跡第１３４地点調査区近景 西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ

西ノ原遺跡第１３４地点トレンチ１ 西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景

西ノ原遺跡第１３５地点調査区全景 中沢前遺跡第２６地点調査区近景

中沢前遺跡第２６地点トレンチ２ 中沢前遺跡第２６地点トレンチ２

写真図版 8130



菊口繁子、木下一郎、小林こずい、西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、関向晶子、高貝しづ子、

田村雪江、滝沢久嘉、寺井美和子、中山美穂、中村正、沼澤岩男、根岸年男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、

星野辰子、増沢勝実、宮崎達夫、山崎美紀、吉田寛、若林紀美代

（富士見市教育委員会）飯田久子、上田寛、島田仁、鈴木美恵子、清水淳、関根輝子、高野ナミ、塚本政勝、中川和弘、

成田淑美、羽田美代子、吉田信江、瀬戸加代子

〈整理作業参加者〉（敬称略）青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、臼井孝、大久保明子、小林登喜江、須藤さち子、

高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図 １：４ 土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：４、２：３ 銭 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないのは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器 ★ 黒曜石・チャート ▲ 礫 ○

（４）土器断面図は、「網目」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）遺物実測図における screen-tone の指示。

塗彩 煤 煤（タール状）

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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遺跡・地点名 申請地住所 調査面積
（�）

開発面積
（�） 原 因 試掘期間 調査期間 備 考

１ 西遺跡１地点 西２丁目２０６８番１，３，４／２０６９番１ ３，０００ ３，４６７ 共同住宅／分譲住宅 ２００７／３／１２～２６ ２００７／６／４～８／１ 縄文遺構検出
２ 北野遺跡１地点 北 野２丁 目２１１０番１の 一 部

２１１２番１
４４ ４０８ 分譲住宅２棟 ２００６／４／７ 遺構遺物なし

３ 北野遺跡３地点 北野１丁目３０６１番４ １４８ 分譲住宅２棟 ２００６／４／２８ 遺構遺物なし
４ 川崎遺跡２１地点 川崎１―６―１０の一部 １２４ ２９８ 個人住宅建設 ２００６／４／１１ ２００６／４／

１４～２０
平安住居跡１軒、溝
検出

５ ハケ遺跡７地点 福岡３‐２ １３０ ６６６ 宅地造成 ２００６／７／１０
～２２

縄文．奈良平安遺
構検出

６ 滝遺跡第１２地点 滝２丁目５―３の一部及び５―４
の一部

８０ ４７２ 個人住宅建設 ２００７／２／６ 遺構遺物なし

７ 長宮遺跡２５地点 中丸１丁目４番地８ ２０ １，１６１ 個人住宅建設 ２００７／２／１５
～１６

縄文遺構遺物検出

８ 長宮遺跡２６地点 中丸１丁目４番地８ ２４ １，１６１ 個人住宅建設 ２００７／２／１５
～１６

縄文遺構遺物検出

９ 亀居遺跡６１地点 亀久保２―１３‐４の一部 ８８ １７１ 個人住宅建設 ２００６／１０／４ ２００６／１０／
１０～１０／
１３

縄文住居跡１軒
縄文遺構検出

１０ 鶴ヶ舞遺跡１０地点 鶴ヶ舞１丁目６４番６ ２０ ９６ 個人住宅建設 ２００６／６／５ 旧石器礫群検出
１１ 鶴ヶ舞遺跡１１地点 鶴ヶ舞１丁目６５番２，６ ４２０ １，３１６ 建物解体工事 ２００６／９／２１

～１０／５
遺構遺物なし

１２ 松山遺跡３７地点 松山２丁目６番１０，１３ ６０ ２２８ 個人住宅建設 ２００６／４／１３ 遺構遺物なし
１３ 松山遺跡３８地点 仲１丁目４―３，９，１２，１３，２４ ７６ ２，１７６ 宅地造成 ２００６／５／２９ 遺構遺物なし
１４ 松山遺跡３９地点 築地２丁目３‐１０ ３３０ ９３７ 宅地造成７区画 ２００７／１／１０

～２０
遺構なし

１５ 松山遺跡４０地点 築地１丁目１―５ ５００ １，０４７ 宅地造成７区画 ２００７／２／２～
８

２００７／２／
２１～３／９

奈良住居跡１軒、中
世遺構検出

１６ 松山遺跡４１地点 中ノ島１丁目２―５ ３３０ １，２８１ 宅地造成９区画 ２００７／２／７～
９

２００７／２／
２１～３／５

中世遺構遺物検出

１７ 松山遺跡４２地点 仲２丁目３番１５ １２ １０８ 個人住宅建設 ２００７／２／１３ 遺構遺物なし
１８ 江川南遺跡２１地点 東久保１―２９―１ ２４ ９９ 個人住宅建設 ２００６／１０／１１ 遺構遺物なし
１９ 江川南遺跡２２地点 東久保１３２―１１ ９０ ２０８ 分譲住宅２棟 ２００６／１０／１１

～１１／６
２００６／１１／
７～１１／９

旧石器礫群検出

２０ 江川南遺跡２３地点 東久保１丁目１２１番１ ６１０ １，０１１ 分譲住宅９棟 ２００７／１／２４
～２／１

２００７／２／
１９～３／１６

旧石器礫群、縄文
住居跡１軒、縄文遺
構検出

２１ 江川東遺跡１１地点 東久保１丁目１６２番１，１４ ２００ ６７４ 分譲住宅 ２００６／１１／９
～１１／１５

遺構検出

２２ 江川東遺跡１２地点 東久保１丁目２７‐３ ６ ７２ 宅地造成 ２００６／１１／１０ 遺構遺物なし
２３ 江川東遺跡１３地点 東久保１丁目１５５番４ ２４ １１４ 個人住宅建設 ２００６／８／１１ 遺構遺物なし
２４ 東久保遺跡６４地点 ふじみ野２丁目１８―６の一部 １１２ ４３７ 共同住宅建設 ２００６／１０／１２

～１０／２０
２００６／１０／
２４～２６

中世～近世溝検出

２５ 東久保西遺跡１７地
点

ふじみ野２丁目９番１，２，３ ２２０ ９１９ 共同住宅建設 ２００６／１０／２６ 遺構遺物なし

２６ 東久保西遺跡１８地
点

ふじみ野２丁目１１―８，１１―１５ １２８ ４７８ 個人住宅建設 ２００７／１／１６
～１９

遺構遺物なし

２７ 東中学校西遺跡２８
地点

ふじみ野１丁目１―１３，１４，１５，
３２，２３

６８０ １，５６８ 共同住宅建設 ２００６／４／２４
～５／１０

遺構遺物なし

２８ 東中学校西遺跡２９
地点

ふじみ野４‐４‐１ ６００ ２，００４ 店舗建設 ２００６／５／１５
～１９，７／２８
～８／１

縄文土坑検出

２９ 東中学校西遺跡３０
地点

ふじみ野３―１０―１３ ５６ ６３４ 保育所建設 ２００６／７／３ 遺構遺物なし

３０ 駒林遺跡１地点 駒林土地区画整理事業地内
２０街区４．８．９

１４６ ６４６ 共同住宅建設 ２００６／７／１３
～８／２

堀跡、荼毘跡検出

３１ 駒林遺跡２地点 駒林土地区画整理地１７街区
７，８の一部

８０ ４２１ 専用住宅建設 ２００６／１１／２１
～２９

堀跡検出

３２ 駒林遺跡３地点 駒林土地区画整理地２１街区
３．４画地

３３３ １，９１６ 店舗建設 ２００６／１１／３０
～１２／１８

近世遺構検出

３３ 西ノ原遺跡１３５地
点

うれし野１丁目２２６‐１ １，１６０ ３，３４２ 集合住宅・店舗
建設

２００６／３／１４
～４／２８

２００６／５／
２９～６／１９

縄文住居跡１軒、炉
穴検出

３４ 西ノ原遺跡１３６地点 苗間１‐１３―２２，２３ ４４ ６３０ 学生寮 ２００６／６／２３ 遺構遺物なし
３５ 西ノ原遺跡１３７地

点
うれし野２丁目１７番５，６，７ ２０８ ８６１ 共同住宅建設 ２００６／８／３～

７
遺構遺物なし

３６ 西ノ原遺跡１３８地
点

旭１丁目４―７，４―８ ４０ ２４７ 個人住宅建設 ２００６／１１／２１
～２２

遺構遺物なし

３７ 西ノ原遺跡１３９地点 うれし野１‐４‐４，５，６ １６ ４７４ 共同住宅建設 ２００７／２／１ 遺構遺物なし
３８ 神明後遺跡２８地点 苗間神明後３０６‐１ １，２００ ２，１７１ 宅地造成 ２００６／５／８～

３１
２００６／６／
２９～１０／５

縄文住居跡１１軒、
集石、炉穴、溝検出

第２表 ２００６（平成１８）年度埋蔵文化財調査一覧表

2 第１章 調査の概要



第１７章 西ノ原遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

西ノ原遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の南西約３００

�、さかい川の谷頭部から約５００�下った右岸、標高

１８～２１�に位置する。さかい川は現在の富士見市勝瀬

字茶立久保付近に湧水源を持つ伏流水で、東から西へ

流れて入間川の支流新河岸川に注ぐ。かつては水量も

豊富であったと言われるが、現在は下水路となってい

る。西ノ原遺跡とさかい川との高低差は２～３�で、

武蔵野台地縁辺で一段低い部分、さかい川が侵食によ

って作り出した低位台地上に立地する。

周辺の遺跡は、下流に中沢前遺跡が隣接し、さらに

下流域には神明後遺跡、苗間東久保遺跡、淨禅寺跡遺

跡等縄文時代の集落が存在する。さかい川対岸には東

久保南遺跡と富士見市のオトウカ山があり、その下流

には縄文時代中期後半集落の中沢遺跡が広がる。

本遺跡は昭和４０年代頃までは武蔵野の面影を残す農

村地帯であったが、区画整理事業とふじみ野駅の開設

により、ここ数年開発の増加により遺跡の破壊が進ん

でいる。と、同時に発掘調査も遺跡面積１０ha の約４０％

が調査されてきている。１９７１年以来２００８年１月現在で

１３９地点に及ぶ調査で明らかになった遺跡の時期は、

確認された遺構と遺物から旧石器時代、縄文時代早期

・中期・後期、平安時代、中世、近世である。特に縄

文時代中期には、１８０軒を超す住居跡が環状集落とし

て形成され、町内において東台遺跡と共に中期全般を

通した良好な大規模集落跡であったことがわかる。

第５３図 西ノ原遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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第６章 西ノ原遺跡第１３５地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は店舗併用共同住宅建設に伴うもので、２００６年

３月１４日から４月２８日まで行なった試掘調査に基づき

申請者と協議した結果、開発の変更ができないため、

原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年５月２９日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、遺物出土状況図・土層図・

遺構平面図・調査区域図等を平板測量で実測、写真撮

影を行い、同年６月１９日調査を終了した。検出した遺

構は縄文時代中期の住居跡１軒、炉穴１基、ピット１

基である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）１８３号住居跡

【位置】調査区の北側に位置する。西ノ原遺跡縄文集

落内では、双環状に分布する中央南側の密集部分の５２、

６９、１２８地点に近接するが、本調査区南側は一切遺構

を検出しておらず、集落の外縁部分に当たると思われ

る。

【形状】平面形態は隅丸の長方形を呈し、南北に長く、

北側は若干幅広くなる。規模は主軸方位の南北方向で

５．３m、東西４．３５m。確認面から床面の深さは４４cmで

あるが、耕作により本来の遺構覆土が削平されており、

残りのよい箇所では床面まで６５cmの深さがある。

【炉】炉は２基検出した。

炉１は住居中央北寄り、南壁から２．５m、北壁から

１．１mに位置する。径１０５×８０cm・深さ８cmの楕円形

を呈し、西側から南側にかけてローム面が被熱し赤化

している。赤化部分は二重の帯状になっており、平坦

で赤化していない帯状部分が１０cmほどある。また、

中央部分に径４２×３０cm・深さ２０cmの楕円形ピットが

ある。

炉から５～１０cm上の覆土中からは１０cm前後の礫１３

点が土器片とともに集中して検出した。おそらく本来

は、赤化していない帯状のテラスに石を埋設し、ピッ

トに土器を埋設した石囲い埋甕炉であったと思われる。

炉２は住居北側、主軸線より東寄りに位置し、炉１

と P１、P５、北壁から等距離にある。炉１とは３０cm

離れる。径５０×５０cm・深さ５cmの円形を呈し、径４５

×３２cmの範囲のローム面が被熱し赤化している。

【ピット】床面上に１１基、周溝内に１０基検出した。P

１～P４が主柱穴の４本柱と思われる。柱の間隔は P

１－P２間と P３－P４間が２．３５m、P２－P３と P１－

P４が２．６５mである。また、P５は P１と P４の中間、

主軸線上にある。

P４から土器破片が出土したが、土器を復元すると

胴部を打ち欠いた深鉢口縁部であった。炉１の炉体土

器であった可能性もある。

南側には P７・P９～P１１のピット群が３０～４０cm間

隔で並ぶ。

【周溝】住居の壁際を全周する。周溝幅２０～２５cm、

深さ５～１２cm前後である。南側だけ幅は１０cmと狭く

なる。周溝内には径１５～２５cmの円形ピット９基と２３

cm四方の方形ピット１基が検出された。深さは床面

から１７～３２cmある。

【床・壁】壁は垂直に近い状態で立ち上がり、床面は

ほぼ平坦である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅠ新式期

第６２表 西ノ原遺跡１８３号住居跡ピット一覧表（単位 cm）

№ 平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ４３×４３ ２６×２４ ９５ 主柱穴

P２ 不整形 ６８×５０ ２３×２１ ７６ 主柱穴、土器出土

P３ 楕円形 ６２×５６ ５０×２８ ６０ 主柱穴

P４ 不整形 ５６×５４ ３０×２８ ７４ 主柱穴、土器出土

P５ 楕円形 ４４×２４ ５×４ ３４

P６ 楕円形 ６９×３１ ５６×１４ ８ 土器出土

P７ 円形 ２６×２１ ６×６ ２２

P８ 楕円形 ２２×１３ ８×５ １８

P９ 円形 ２４×２３ ８×８ １９

P１０ 楕円形 ４１×３８ １２×１０ ３０

P１１ 楕円形 ５４×３３ ６×４ ２７

（２）炉穴

調査区北側、１３５号住居跡の１．３m北に炉穴を１基検

出した。楕円形を呈すると思われるが、西側は植栽が

あり未調査である。長軸方向に１３０cm、短軸９０cm、深

さは確認面から３５cmを測る。炉部分は土坑東側にあ

り、壁から底面にかけて６７×５８cmの範囲のローム面
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地
点 所 在 地 調査期間

（ ）は試掘調査
面 積
（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７１ 住居跡１、土坑３、集石土坑１ 資Ⅰ

２ 西ノ原８３ １９７８．１２．６～１２．２６ ２７０ 宅地造成 住居跡１、溝２、旧石器、縄文時代土器 西ノ原遺跡

３ １９７９．３ 宅地造成 土器片のみ出土

４ 西ノ原１２５―１ １９７９．７．２～７．９ ６６８ 宅地造成 遺構なし、縄文中期土器 東Ⅰ

５ １９７９．８．１～８．１４ 町史編纂事業 住居１、土坑１、早期炉穴２、縄文中期土器 史７集

６ 西ノ原１７０―２ １９８０．６．１９～６．２７ ４５０ 宅地造成 土坑２、柱穴２、堀之内Ⅱ式土器他 東Ⅱ

７ 西ノ原９６―１ １０８０．１０．１～１０．２９ ５６３ 宅地造成 旧石器礫群２、縄文土坑１ 東Ⅱ

８ 西ノ原９５―２・３ １９８０．１０．３０～１１．１４ ６６１ 宅地造成 縄文集石土坑２、土坑１、溝２、縄文中期土
器 東Ⅱ

９ 西ノ原９３―１，９８―１ １９８１．６．１～６．２３ ６００ 柱穴６、溝２、石器、土器 東Ⅲ

１０ 西ノ原１８０―２ １９８１．１１．４～１１．１３ ４００ 個人住宅 柱穴１１ 東Ⅲ

１１ 西ノ原１４３―４ １９８３．５．２３～５．２７ １９８ 宅地造成 縄文土坑１、縄文中期土器 東Ⅴ

１２ 西ノ原１２３―３ １９８３．７．６～８．１１ ３３０ 縄文中期住居２、縄文土坑３９ 東Ⅴ

１３ 西ノ原１１４―６ １９８３．９．１３～１０．１８ ３５０ 縄文中期住居１、縄文土坑５６、集石１、溝１ 東Ⅴ

１４ 西ノ原１４３ １９８３．１０．２４～１１．７ ２４０ 縄文中期住居２、縄文土坑３、集石１、溝１ 東Ⅴ

１５ 共同住宅 縄文土坑２、ピット６

１６ 遺構なし

１７ 西ノ原１３５―３ １９８５．５．１３～５．２２ １６５ 宅地造成 縄文土坑２、溝１ 東Ⅵ

１８ 西ノ原１４１―２ １９８５．７．２６～８．５ ５６９ 宅地造成 縄文中期住居１、縄文土坑１、ピット群 東Ⅵ

１９ 西ノ原１３５―１ １９８６．７．８～７．２１ ２３０ 住宅建設 縄文中期住居１、縄文土坑１、屋外埋甕２ 東Ⅶ

２０ 西ノ原１３５―１ １９８６．１１～１９８７．４ ３，５５３ 区画道路 縄文早期炉穴４、中期住居１２、竪穴状遺
構、屋外埋甕２、落し穴５、土坑４０ 調６集

２１ 西ノ原９５―１ １９８６．１２．１１～
１９８７．１．９ ４４７ 住宅建設 竪穴状遺構１ 東Ⅶ

２２ １９８７ ４８０ 資材置場 縄文中期住居２、縄文土坑１１、ピット２ 東Ⅷ

２３ １９８７．７～８ １，０２４ 区画道路 土坑２ 調６集

２４ １９８７ 縄文中期住居２軒確認、未検出

２５ １９８８．１～２ ７８１ 区画道路 遺構なし 調６集

２６ １９８８．３～４ １，６４９ 区画道路 旧石器礫群、縄文中期住居３、土坑９、
ピット、屋外埋甕１ 調６集

２７ １９８８．１０ ９４２ 区画道路 縄文中期住居５、縄文土坑２、炉穴１、
集石土坑１ 調６集

２８ １９８８．１１ 区画道路 遺構なし 調６集

２９ １９８８．１２ 区画道路 調６集

３０ １９８９．２～３ 区画道路 土坑１ 調６集

３１ 西ノ原１１５―１ １９８９．１１．４～１１．１１ ２１ 下水管埋設 遺構なし 東Ⅸ

３２ 西ノ原１２２ １９８９．１．１０～１．１９ ２１ 区画道路 縄文中期住居１、屋外埋甕３ 東Ⅸ

３３ 西ノ原１５３―２ １９８９．１．１０～１．１９ ２１ 区画道路 縄文中期住居１ 東Ⅸ

３４ 西ノ原１７１ １９８９．１．２４～１．３１ ２１ 区画道路 縄文中期住居１ 東Ⅸ

３５ １９８９．２～３ ４，０００ 区画道路 縄文中期住居１、土坑１ 調６集

３６ １９８９．３～４ 区画道路 縄文中期住居４、縄文土坑５、落し穴２、
井戸１ 調６集

３７ １９８９．５～８ ２００ 区画道路

３８ 西ノ原１４２―２ １９８９．８．２９～９．１２ ７４ 個人住宅 中期住居１、土坑３ 東Ⅹ

３９ 西ノ原１４２―２ １９８９．８．２９～９．１２ ９４ 個人住宅 土坑２、溝２ 東Ⅹ

４０ １９８９．９．１８～１０．１６
１９８９．１０．１９～１１．４ ９８０ 消防訓練塔 中期住居４、土坑４、集石土坑１、ピット２８ 東Ⅹ

４１ １９８９．９～１０ ４７６ 区画道路 縄文中期住居４、土坑１ 調６集

４２ １９９１．１２～１９９２．７ 区画道路 屋外埋甕２、土坑１９ 調６集

４３ 苗間１５３―３ １９９０．６．２６～７．９ ２７２ 個人住宅 縄文中期住居４、土坑３ 東ⅩⅠ

４４ １９９０．６～８ ３，２２４ 区画道路 屋外埋甕、炉穴３、落し穴２、土坑１６、
集石土坑１ 調６集

４５ １９９１．２ 区画道路

４６ 苗間８３―２ １９９１．４．９～４．１０ １９９ 個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅰ

４７ 苗間１３６―２ １９９１．７．１５～７．２６ １４１ 個人住宅 遺構無し、石鏃、土器片のみ 町Ⅰ

４８ １９９１．９～１０ ２，６１０ 区画道路 縄文中期住居、土坑３ 調６集

４９ １９９１．１２～１９９２．１ 区画道路 縄文中期住居１２、集石土坑１、土坑８ 調６集

５０ １９９１．１１～１２ 区画道路 縄文中期住居１５、屋外埋甕１、土坑３ 調６集

５１ 苗間１５３―２ １９９１．２．４～２．１２ １，１９０ モデルルーム 中期住居２、掘立柱跡、土坑２、ピット５ 町Ⅰ

５２ 苗間１２２ １９９１．２．１０～２．２０ ９８４ ガソリンスタンド
縄文中期住居１４、集石土坑７、土坑５、
野外炉１、ピット１９ 調５集

５３ 西ノ原１３３―２ １９９２．６ ２６１ 分譲住宅

５４ １９９２．５～７ 区画道路 集石土坑１、土坑１ 調６集

５５ 西ノ原１３５―５ 他 １９９２．５．２１～６．２３ ２４１ 駐車場造成 縄文中期住居２、炉穴５、土坑１ 調５集

５６ 西ノ原１３３―２ １９９２．６．２３～６．２６ ２６１ 分譲住宅 集石土坑１、土坑３、ピット６、溝１ 町Ⅱ

５７ 西ノ原１４３―３・４ １９９２．７．６～９．１ １７４ 個人住宅 中期住居２、土坑１ 町Ⅱ

５８ 西ノ原１３７―２ １９９２．９．８ １４６ 個人住宅 遺構無し、縄文土器若干 町Ⅱ

５９ 西ノ原１３５―１ １９９２．１０．６～１１．１２ ４９４ 個人住宅 中期住居３、炉穴１１、屋外埋甕１、土坑１、
ピット１２ 町Ⅱ

６０ 西ノ原１３６―２ １９９２．１２．１０～１２．２５ ２５３ 個人住宅 中期住居２、炉穴４、土坑１、ピット３４、
落し穴１ 町Ⅱ

６１ 西ノ原 １９９３．２ ２，２４０ 区画整理 早期竪穴状１、落し穴３、土坑２、炉穴 調６集

６２

６３ 西ノ原１６２―３，１６９ １９９４．４．１３～４．２２ １４７ 共同住宅 中（近世）ピット群、遺物無し 町Ⅲ

６４ 西ノ原９４―１ １９９４．４．２７～４．２８ ３２７ 共同住宅 近世・近代溝、前期土器 町Ⅲ

６５ 西ノ原１４５―１ １９９４．６．７～６．１１ ６１５ 共同住宅 縄文中期土坑３、平安時代住居１、
土師器、須恵器 町Ⅲ

６６ 西ノ原１３３―２ １９９４．６．３０～７．１９ ４７４ 共同住宅 近代溝、縄文土器 町Ⅲ

６７ 西ノ原１５９―２ １９９５．１．２０～１．２１ ３０８ 倉庫建設 縄文中期土坑、ピット、近代溝 町Ⅲ

６８ 西ノ原９１―２・６ １９９５．３．２２～３．２５ ２８５ 店舗住宅 遺構、遺物無し 町Ⅲ

６９ 苗間１０６ （１９９４．４．８～４．２７）
１９９４．５．１６～１０．２４ １，８２１ 店舗建設 縄文中期住居２８、土坑６、ピット１１、溝１ 調１３集

７０ 苗間１３６ １９９４．５ ５５１ 店舗建設 屋外埋甕４、土坑１４ 調６集

７１ 苗間１１２ １９９４．６～７ ３０９ 個人住宅 落し穴１
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７２ 苗間１１２―１０９ １９９４．１１．２～１１．２８ ３２１ 個人住宅 縄文中期住居３、土坑２、溝２ 町Ⅳ

７３ 苗間９２―１ １９９４．３．２７～３．２９ ２７４ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅳ

７４ 苗間１６３ （１９９４．４．２１～５．１３） １６９ 事務所建設 ピット６ 町Ⅴ

７５ 苗間１２２ （１９９５．５．１６～５．２３）
１９９５．６．２～９．２３ ３７９ 事務所建設 縄文中期住居１７、集石土坑１、土坑４、

集石２、ピット９、溝１ 調１３集

７６ 苗間１５１―２ 他 （１９９５．４．２０～４．２７） ４６８ 倉庫建設 ピット１、溝１ 町Ⅴ

７７ 苗間１４３―２ （１９９５．５．２４～５．２５）
１９９５．６．１～７．２８ ３４７ 店舗建設 縄文中期住居１、土坑１８、溝４、ピット５８ 調１３集

７８ 苗間２２―３―２ （１９９５．６．２８～８．８） ４５ 貯水槽建設 縄文中期住居３ 町Ⅴ

７９ 苗間１６２―２ 他 （１９９５．６．２９～７．２４） １３５ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８０ 苗間８３―２ （１９９５．７．１９～７．２５） ３１９ 駐車場造成 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８１ 苗間１６９ （１９９５．８．２～８．７） ２２３ 店舗付住宅建設 溝１、遺物無し 町Ⅴ

８２ 苗間１６８ （１９９５．８．１～８．５） ２４９ 事務所建設 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８３ 苗間１３６―２ １９９５．８．２３～１０．２１ １９０ 個人住宅 縄文中期住居２、集石土坑２、土坑２、
ピット２２ 町Ⅴ

８４ 苗間１０８，１０９ （１９９５．１１．３０～１２．９） １３５ 個人住宅 土坑１、ピット５ 町Ⅴ

８５ 苗間１８１―３ （１９９６．１．９～１．２６） ６５４ パチンコ店建設 遺構、遺物無し 町Ⅴ

８６ 苗間１１３―２，９３―１ （１９９６．４．１９）
１９９６．４．２２～５．１５ ６９８ 個人住宅 土坑６、ピット２６、溝２ 町Ⅵ

８７ 苗間１８２―１ （１９９６．６．１４～６．１７） ３４４ 学習塾 遺構、遺物無し 町Ⅵ

８８ 苗間西ノ原１８２―３，
１８９―２，２０２―１

（１９９６．７．１６～７．２２）
１９９６．８．１～８．８ ７４５ 共同住宅 土坑３、ピット２９、柵列１、落し穴１、銭 調１３集

８９ 苗間西ノ原１１２ （１９９６．７．１７～７．１８） １４３ 個人住宅 溝、土器片のみ 町Ⅵ

９０ 苗間西ノ原１４２―２ （１９９６．７．３）
１９９６．８．７～８．３０ １７７ 個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、ピット９ 町Ⅵ

９１ 苗間１６９ （１９９６．８．１～８．５） ４７７ 店舗 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９２ 苗間１９２―２ （１９９６．１０．２３～１０．２８） ６８４ 店共用住宅 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９３ 苗間３１５ （１９９６．１０．２２～１０．２３） １４１ 分譲住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅵ

９４ 苗間１４５―２ （１９９６．１１～１１．１２） １６５ 個人住宅 遺構無し、土器片のみ 町Ⅵ

９５ 苗間１５４ （１９９６．１１．１４～１１．１９） ２８３ 商業ビル 炉１ 町Ⅵ

９６ 苗間４４１ （１９９６．１２．１７～１２．２０）
１９９７．１．９～１．１４ ３３３ 個人住宅 縄文中期住居２、炉穴２、土坑１、

ピット３ 町Ⅵ

９７ 苗間９７―２ （１９９６．１２．１９～１２．２０） １４１ 分譲住宅 遺構、遺物無し 町Ⅵ

９８ 苗間１７１―２ （１９９７．１．６） ２０６ 個人住宅 盛土保存 町Ⅵ

９９ 苗間９７―１ （１９９７．１．２０～１．２４） ３９６ 個人住宅 土坑１、落し穴１、ピット１２、溝１ 町Ⅵ

１００ 苗間１５０―２ （１９９７．４．５～４．１２） ４４７ 共同住宅 土坑２、ピット３ 町Ⅶ

１０１ 苗間１８３―１・３ （１９９７．７．２２～７．２５） １８７ モデルハウス 遺構、遺物無し 町Ⅶ

１０２ 大井苗間２２街区５画地（１９９７．１０．９～１０．２０） １７９ 個人住宅 ピット２、溝２ 町Ⅶ

１０３

１０４ 苗間２２街区２画地 （１９９７．１０．６～１０．８） ２２３ 個人住宅 焼土、溝２ 町Ⅶ

１０５ 苗間１２５―２，１２６―２ （１９９８．１．１３～２．１２） ５６５ 共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１、溝９ 町Ⅶ

１０６ 苗間１１２ （１９９８．１．２８～２．４） １３５ 個人住宅 ピット１ 町Ⅶ

１０７ 苗間１１２ （１９９８．２．９～２．１３） １３５ 個人住宅 ピット４、溝１ 町Ⅶ

１０８ 苗間９１―１，９２―１，９９―１（１９９８．３．３）１９９８．３．４～３．１７ ４１３ 個人住宅 縄文住居１、土坑１、近世溝３ 町Ⅶ

１０９ 苗間８３―４，４２９ （１９９８．３．１１～３．１８） ４２９ 店舗付共同住宅 遺構、遺物無し 町Ⅶ

１１０ 苗間１４６―２ （１９９８．４．２０～５．２８） ３８５ 郵便局 落し穴１、集石１、礫群１ 町Ⅷ

１１１ 大井苗間２３街区９画地（１９９８．１０．２３～１０．２７） ３５４ 個人住宅 ピット１、近世の溝１、道１ 町Ⅷ

１１２ 大井苗間２３街区９画地（１９９９．２．９） １４４ 個人住宅 近世の溝のみ 町Ⅷ

１１３ 大井苗間５７・８街区 （１９９９．１１．４・５～１９９９．１２・１４）
２０００．１．６～３．１３ ２，８１７ 店舗 旧石器時代のユニット、中期住居６、

炉穴２、土坑、ピット、近世溝 町Ⅸ

１１４ 西ノ原１９４―１ （１９９９．８．４～８．１２） ６７６ 駐車場 落し穴１、ピット２ 町Ⅸ

１１５ 大井苗間５２街区３画地（１９９９．９．２７～９．２９） １３５ 事務所 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１６ 大井苗間５９街区１１画地（１９９９．１２．２～１２．３） １１９ 個人住宅 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１７ 大井苗間１９９―２ （１９９９．１２．２～１２．４） １３１ 店舗併用住宅 遺構、遺物無し 町Ⅸ

１１８ 大井苗間５９街区４５画地（２０００．４．３～４．１２） ５４８ 店舗住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町Ⅹ

１１９ 大井苗間１８街区４画地 ２０００．１１．１５～１２．６ ２２１ 倉庫建設 縄文中期住居３、土坑１、近世溝１ 町Ⅹ

１２０ 大井苗間２４街区４画地（２００１．５．７～５．１５） １，１２０ 共同住宅 遺構無し、縄文中期土器片 町ⅩⅠ

１２１ 旭１―１５ ２００２．２．７～３．８ ８０３ 個人住宅 縄文中期住居２、土坑２、ピット３５、
近世溝４ 町ⅩⅠ

１２２ 大井苗間１４街区８画地（２００２．３．９～３．１９）２００２．６．２１～７．２２ ５９３ 共同住宅 縄文中期住居４、溝３ 町ⅩⅠ

１２３ 大井苗間１９街区１０画地 （２００２．９．３～９．９） ２５２ 共同住宅 根切溝のみ 町ⅩⅡ

１２４ 苗間１３７―２ （２００２．１０．２～１０．６）
２００２．１０．８～１０．１１ ５２４ 個人住宅 縄文中期住居１、土坑２、溝２ 町ⅩⅡ

１２５ 旭１―８―２ （２００３．２．１４～２．１９） １８２ 個人住宅 ピット５ 町ⅩⅡ

１２６ 旭１―１３―６・７ （２００４．２．２３～２．２５） １５３ 個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１２７ 旭１―１３―４・１９ （２００４．５．２４～５．２５） ３２７ 個人住宅 土坑１ 町ⅩⅡ

１２８ 旭１―１６―９・１０ （２００４．６．１４～７．１５）
２００４．７．１６～９．２９ ６１４ 店舗 縄文中期住居１７、集石５、土坑１０、

ピット１７ 町ⅩⅡ

１２９ 旭１―１１―５ （２００４．９．３０～１０．７） ２３５ 共同住宅 縄文中期住居１ 町ⅩⅡ

１３０ 旭１―５―８ （２００４．１０．１４～１０．１５） １１６ 個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１３１ 旭１―５―１３ （２００４．１０．２２） ９７ 店付個人住宅 遺構、遺物無し 町ⅩⅡ

１３２ 苗間１―１５―１７ （２００５．７．２８～８．２）
２００５．８．３～８．１１ ２７２ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居３、炉穴７、土坑１ 調１８集

１３３ 旭１―８―８ （２００５．１０．１１～１０．１２） １７６ 個人住宅 遺構無し、土器片 市２

１３４ 旭１―１３―８ （２００５．１０．６～１０．１１） ３４８ 店舗 道跡１ 市２

１３５ うれし野１―２２６―１ （２００６．３．１４．～４．２８）
２００６．５．２９～６．１９ ３，３４１ 店舗併用共同住宅 縄文中期住居１、炉穴１ 市３

１３６ 苗間１‐１３―２２，２３ （２００６．６．２３） ６３０ 学生寮 遺構、遺物無し 市３

１３７ うれし野２丁目１７番５，６，７ （２００６．８．３～７） ８６１ 共同住宅建設 遺構、遺物無し 市３

１３８ 旭１丁目４―７，４―８ （２００６．１１．２１～２２） ２４７ 個人住宅建設 遺構、遺物無し 市３

１３９ うれし野１‐４‐４，５，６（２００７．２．１） ４７４ 共同住宅建設 遺構、遺物無し 市３

第６３表 西ノ原遺跡調査一覧表

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、史＝大井町史料、
調＝遺跡調査会報告、町＝町内遺跡群、市＝市内遺跡群
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住居
番号

調査
率

平面形
（）は推定 規模

炉 埋
甕
拡
張
壁
溝 備 考 時期 文献

地床埋設石囲
１ 完掘 楕円形 ４５６×３９８ ○ 有 ○ 床直上土器 EⅡ古 資Ⅰ
２ 完掘 不整円形 ４００×４００ ○ △ 阿Ⅱ a 調６集
３ 完掘 楕円形 ６３４×５３０ ○ △ △ 勝Ⅱ新 調６集
４ ７５％ 隅丸方形 ５４０×４８５ ○ 有 ○ １１１号と複合 EⅠ新新 東Ⅴ
５ ６０％ 隅丸方形 不明 ○ １１１号に切られる EⅠ新 東Ⅴ
６ ７０％ （隅丸方形） ５２０×？ ○ ○ 有 EⅡ新 東Ⅴ
７ ８０％ （隅丸方形） ４４０×４３０ ○ EⅡ新 東Ⅴ
８ 撹乱 不明 削平 ○ 石皿 EⅡ
９ ９０％ （不整円形） （５４０） ○ EⅡ 東Ⅵ
１０ ９５％ 楕円形 ４６０×４１５ ○ 建 替 勝Ⅲ古 町Ⅱ
１１ 完掘 楕円形 ５５０×４９７ ○ ○ 建 替 土製品・浮子 勝Ⅲ古 調６集
１２ ３０％ （円形） （４４０）×？ 未 掘 下層土器 EⅠ新古 調６集
１３ 完掘 円形 ６３０×６６０ ○ △ 炉西埋設 EⅡ古 調６集
１４ 完掘 楕円形 （４３０×３５０） ○ ○ 勝Ⅲ古 調６集
１５ ８０％ （円形） ５４３×？ ○ ○ 有 ○ EⅠ古 調６集
１６ 完掘 楕円形 ５４８×５１６ ○ ○ 建 替 ○ 耳栓 EⅠ古 調６集
１７ 完掘 楕円形 ６６５×５９０ ○ ○ ２回拡張 ○ 復元２６個体 勝Ⅲ新 調６集
１８ 完掘 楕円形 ４２０×３５３ ○ 有 ○ ２２号と複合 （勝Ⅲ） 調６集
１９ 完掘 円形 ５１５×４８８ ○ EⅡ中 調６集
２０ 完掘 楕円形 ５００×４５０ ○ ○ 有 有効鍔付完形・復元１５個体 勝Ⅲ新 調６集
２１ 完掘 不整円形 ６１５×６３５ ○ ○ 建 替 EⅡ新 調６集
２２ 完掘 楕円形 ５５０×４５０ ○ ○ ○ 床直上土器・人面 勝Ⅲ新 調６集
２３ 完掘 楕円形 ４２５×３７０ ○ 勝Ⅱ古 東Ⅶ
２４ ８５％ （円形） 不明 ○ ○ 工事中止・調査 勝Ⅲ古 東Ⅷ
２５ ８５％ 楕円形 床部削平 撹 乱 ○ 工事中止・調査 EⅡ新 東Ⅷ
２６ ３０％ （円形） ？×（５３０） ○ ○ EⅡ古 調６集
２７ 完掘 隅丸方形 ５７０×４６０ ○ ○ 据付台石・耳栓 EⅠ新中 調６集
２８ ６５％ 円形 床部削平 ○ ○ ○ EⅡ中 調６集
２９ 完掘 円形 ４６０×４２０ ○ ○ EⅠ 調６集
３０ ８０％ 楕円形 ４０５×４０３ ○ 有 ○ １２１号と複合 勝Ⅲ 調６集
３１ 完掘 円形 半掘 ○ １２２号と複合 勝Ⅲ 調６集
３２ ５０％ （不整円形） （３８０）×３５０ ○ ○ 勝Ⅱ新 調６集
３３ 完掘 楕円形 ？×（３４０） ○ ○ ２回発掘 EⅠ新 町ⅩⅡ
３４ 完掘 楕円形 ５８０×４９０ ○ 建 替 EⅡ中 調６集
３５ 完掘 楕円形 ６０５×５５０ ○ 耳栓・石皿 EⅡ中 調６集
３６ 完掘 隅丸方形 ５６０×５３０ ○ △ EⅠ新中 調６集
３７ 完掘 楕円形 ４４０×３９０ ○ △ 柱穴内土器 阿Ⅱ新 調６集
３８ ９０％ 隅丸方形 ５３０×５２４ ○ EⅡ新 調６集
３９ ７０％ 円形 （６１０）×？ ○ EⅠ新 調６集
４０ ９５％ 楕円形 ４２０×３８０ ○ ○ EⅠ古 調６集
４１ ２０％ （楕円形） 一部のみ調査 未 掘 ○ EⅡ新 町Ⅱ
４２ ６０％ 楕円形 ６１０×５１０ ○ EⅠ新 調６集
４３ 完掘 円形 ５０６×４７０ 不 明 有 ○ 床大部分撹乱 不明 調６集
４４ ５０％ 楕円形 （約５００）×？ ○ EⅠ新 調６集
４５ 完掘 楕円形 ５６０×５３０ ○ 建 替 ○ 耳栓 勝Ⅲ新 調６集・ⅩⅡ
４６ 完掘 楕円形 ６００×４９６ ○ EⅡ 東Ⅹ
４７ ９８％ 円形 約４６０×約４５０ ○ 有孔鍔付・硬玉大珠 EⅡ新 東Ⅹ
４８ 完掘 円形 ５５０×５６０ ○ ○ EⅡ新 東ⅩⅠ
４９ ７５％ 楕円形 半掘×７４０ ○ EⅡ 東ⅩⅠ
５０ 完掘 円形 ５３０×約５００ ○ ○ EⅡ 調６集
５１ ８０％ 大部分未掘 ５４０×６３０ ③ ○ 有 × EⅡ新 調１３集
５２ ６０％ 大部分未掘 ４６０×？ ○ ○ × EⅠ新 調１３集
５３ ９０％ 大部分未掘 ６９０×５６０ ○ ○ 建 替 ○ 朱塗多い 勝Ⅲ古 調６集
５４ 完掘 円形 ３３５×３５５ ○ ５５号と複合 EⅡ 東ⅩⅠ
５５ 撹乱 不明 ６９０×？ ○ ５４号と複合 EⅢ 東ⅩⅠ
５６ 完掘 楕円形 ６００×４９６ ○ 床直上土器 EⅠ新 調６集
５７ ３５％ 不明 ？×約５００ 未 掘 EⅠ新 調６集
５８ 完掘 円形 ５５０×５６０ ○ △ 柱穴内土器 EⅡ新 調６集
５９ ４０％ 楕円形 半掘×７４０ ○ ○ ５８号と複合 EⅡ新 調６集
６０ ８５％ 楕円形 ５９０×５４０ ○ ○ 有 ○ 復元２７個体・石器３６ 勝末～E 調６集
６１ ２０％ 大部分未掘 ４２０×？ 未 掘 勝Ⅲ古 調６集
６２ ２０％ 大部分未掘 不明 未 掘 EⅠ新 調６集
６３ 完掘 楕円形 ５５０×４９２ ○ 有 ○ 異系土器 EⅠ新古 調６集
６４ 完掘 不整円形 ４１８×４２０ ○ EⅡ 調６集
６５ 完掘 円形 ５５０×５６５ ○ ３回拡張 ○ 耳栓・連弧文・復原３３個体 EⅡ 調６集
６６ ９０％ 楕円形 ６７０×５７０ ○ ○ ○ 耳栓・土錘・７７・７５号と複合 EⅡ 調６集
６７ ７５％ 楕円形 ６７０×６２０ ○ ○ ○ ○ 有 ○ 土錘・建替有 EⅠ古 町ⅩⅡ
６８ ７５％ 円形 ６２５×６１０ ○ ○ 有 ３回発掘 EⅡ中 町ⅩⅠ
６９ ８０％ 円形 ６１８×？ ○ ○ 曽利式多い EⅡ新 調６集
７０ ３０％ 東半未掘 ４６８×？ 未 掘 床直上土器 EⅠ新中 調６集
７１ ２０％ 円形 ４２０×？ 未 掘 石皿 勝Ⅲ古 調６集
７２ １５％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ 勝Ⅲ古 調６集
７３ ８０％ 楕円形？ ５７０×４４０ ○ 大磨製石斧・器台 EⅡ新 調６集
７４ ９５％ 隅丸方形 ５２０×４１０ ○ ○ 有 ○ 曽利系・９８号と複合 EⅠ新中 調６集
７５ ８０％ 楕円形 （６００）×（６００） ○ ○ ミニ土器・６６・７７号と複合 勝Ⅲ古 調６集
７６ 完掘 円形 ５１２×５４５ ○ ○ ○ ３回発掘 EⅡ中 町ⅩⅠ
７７ ８０％ 楕円形 （５５０）×（５５０） ○ ○ ○ 石棒・石皿・７５号と複合 EⅠ新中 調６集
７８ 完掘 楕円形 ４０２×３５２ ○ 勝Ⅲ 町Ⅵ
７９ ５５％ 南半未掘 ？×５７０ ○ △ ３回拡張 ○ 炉上土器 勝Ⅲ新 調６集
８０ ８０％ 東半未掘 ４２２×４６０ ○ 有 EⅡ新 調６集
８１ ６５％ 円形 ５８８×未掘 ○ ○ 曽利系 EⅡ 調６集
８２ ７０％ 楕円形 （５６０～５７０） ○ ○ EⅡ中 調６集
８３ ４５％ 円形 ３６４×？ 未 掘 EⅡ 調６集
８４ 完掘 隅丸方形 ７３２×６７４ ○ ○ 有 ○ 複合・小形磨製石斧 EⅠ新中 調５集
８５ 完掘 楕円形 ６２０×５９８ ○ △ ○ ８４号と複合 EⅡ新 調５集
８６ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９０ ○ ○ 有 ○ ９７号と複合 EⅠ新新 調５集
８７ 完掘 円形 ３５４×３７４ ○ ８８号と複合 EⅡ 調５集
８８ ８５％ 隅丸方形 ６４０×５５９ ○ ○ ○ 有 ○ 複合・復原３１個体 EⅠ古 調５集
８９ 完掘 円形？ ４２０×（３９０） ○ ８５号と複合 EⅠ新 調５集
９０ ７０％ 楕円形 ？×５６０ ○ ○ 勝Ⅲ新 調６集

住居
番号

調査
率

平面形
（）は推定 規模

炉 埋
甕
拡
張
壁
溝 備 考 時期 文献

地床埋設石囲
９１ ８０％ 隅丸方形 ７４６×？ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ新 町Ⅱ
９２ 完掘 楕円形 ５０８×４２２ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ 調５集
９３ 完掘 楕円形 ５８０×４９０ ○ ○ 建 替 EⅡ 調５集
９４ ７０％ 円形 不明 ○ ○ ○ 床撹乱 EⅡ 調５集
９５ 完掘 （円形） （６００×５００） ○ EⅡ 町Ⅵ
９６ 完掘 楕円形 （５６０×５８０） ○ 小形磨製石斧 EⅡ 調５集
９７ 完掘 楕円形 ６０２×５０５ ○ ８６号と複合 EⅡ古 調５集
９８ ６０％ 楕円形 ４７２×（２３４） ○ ○ ７４号と複合 勝Ⅲ古 調５集
９９ 完掘 不明 ？×４０２ ○ １００号と複合 EⅡ新 調５・１３集
１００ 完掘 隅丸方形 ６１４×６４４ ○ ○ ○伏 有 ○ 小形磨製石斧・９９号と複合 EⅡ新 調５集
１０１ 完掘 円形 ４１４×４２０ ○ ○ 有 EⅠ新中 町Ⅱ
１０２４０％ 円形 ？×３７６ EⅡ 町Ⅱ
１０３５５％ 楕円形 ？×３８０ ○ ○ 阿Ⅰ b古 調５集
１０４９０％ （楕円形） （５２４×４４９） ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ 調１３集
１０５ 完掘 円形 ４０５×４２０ ○ ○ 有 EⅠ新 調１３集
１０６ 完掘 円形 ５６０×５２０ ② ○ 有 ○ EⅠ新中 調１３集
１０７ 完掘 円形 ５２０×５１０ ② ○ 有 勝Ⅱ新 調１３集
１０８ 完掘 円形 ３８５×３４０ ○ ○ ○ 勝Ⅲ新 調１３集
１０９ 完掘 楕円形 ５６０×４９４ ○ ○ ○ ○ EⅠ新 調１３集
１１０ 完掘 不整円形 ４１８×３７０ ○ 調１３集
１１１３０％ 楕円形 不明 未 掘 ○ ５・１２５号と複合 E 調１３集
１１２ 完掘 隅丸方形 ６００×５７４ ○ ○ ○ 有 ○ １２４・１２６号と複合 EⅠ新中 調１３集
１１３ 完掘 隅丸方形 ５２０×４９６ ○ ○ ○ ○ １２０号と複合 EⅠ新古 調１３集
１１４ 完掘 円形 ４８０×４８０ ○ ○ 有 ○ 勝Ⅲ古 調１３集
１１５ 完掘 隅丸方形 ４６０×３４０ ○ ○ 勝Ⅲ 調１３集
１１６ 完掘 楕円形 ５４０×４９８ ○ ○ ○ 添石埋甕炉 EⅠ古（中峠）調１３集
１１７７０％ 隅丸方形 ？×４４０ ○ ○ 勝Ⅲ新 調６集
１１８ 完掘 楕円形 ５２０×３７４ ○ ○ 建 替 EⅡ新 調６集
１１９９０％ 楕円形 ５８０×４８０ ○ 有 ○ EⅡ・曽Ⅲ 調１３集
１２０ 完掘 円形 ３９２×４００ ○ １１３・１２４号と複合 EⅠ新古 調１３集
１２１ 完掘 （円形） ３８０×３９０ ○ ○ ３０号と複合 EⅡ 調１３集
１２２ 完掘 隅丸方形 ② ○ 有 ○ ３１号と複合 EⅡ 調１３集
１２３
１２４ 完掘 円形？ ４１８×４２０ ○ ○ １１２・１２０・１２６号と複合 勝Ⅲ新 調１３集
１２５１０％ 不明 不明 未 掘 ○ １１１号と複合 E 調１３集
１２６ 完掘 不明 ５５０×５６５ ○ ○ 有 ○ １１２・１２４号と複合 EⅠ新 調１３集
１２７１０％ 不明 ６４５×？ 未 掘 E 調１３集
１２８ 完掘 楕円形 （６１０×５８０） ○ 削平著しい E 調１３集
１２９ 完掘 不明 ６１８×？ ○ E 調１３集
１３０ 完掘 円形 ５４２×４６５ ○ ○ 勝Ⅲ古 町Ⅳ
１３１ 完掘 楕円形 ５６０×４４２ ○ ○ ○ 勝Ⅲ新 町Ⅳ
１３２ 完掘 楕円形 ５９０×５８０ ② ○ 有 EⅢ 調１３集
１３３６０％ 楕円形 ？×４６０ ○ ○ 有 １３８号と複合 EⅢ 調１３集
１３４ 完掘 隅丸方形 ６３０×５３０ ② 有 １４１号と複合 EⅠ新 調１３集
１３５ 完掘 隅丸方形 ５４０×４６０ ○ ○ ○ 勝Ⅲ 調１３集
１３６７０％ 楕円形 ？×６１０ ② 有 調１３集
１３７２０％ 不明 ×？ ○ 有 ○ １３８・１４０号と複合 E 調１３集
１３８ 完掘 隅丸方形 ４５０×３６０ ○ ○ 有 １３３・１３９・１４０号と複合 勝Ⅲ 調１３集
１３９５５％ 不明 （５４６）×不明 ○ ○ １３８号と複合 調１３集
１４０４０％ 楕円形 （７６２）×不明 ○ １３７・１３８号と複合 調１３集
１４１５５％ 不明 ５２８×不明 ○ １３４号と複合 調１３集
１４２５０％ 不明 不明 ○ １４３・１４４号と複合 調１３集
１４３ 完掘 楕円形 ４７９×４２１ ○ 建替 ○ １４２・１５１号と複合 調１３集
１４４５５％ 不明 不明 ○ ○ 有 １４２号と複合 勝Ⅲ新 調１３集
１４５６０％ 不明 不明×３２５ ○ １４９・１５１号と複合 調１３集
１４６８５％ 楕円形 ５８５×？ ○ 有 炉穴群と複合 EⅡ 調１７集
１４７３０％ 楕円形 ？× 未 掘 ○ １４８号と複合 EⅡ 町Ⅴ
１４８ 完掘 楕円形 不明 ○ １４７号と複合 EⅡ 町Ⅴ
１４９９０％ （楕円形） ４３０×３３６ ○ ○ １４５・１５０号と複合 EⅡ新 調１３集
１５０８０％ （円形） ５８１×不明 ○ １４９・１５１号と複合 調１３集
１５１９５％ （楕円形） ６６４×（６４２） ○ ○ １４３・１４５・１５０号と複合 EⅡ古 調１３集
１５２９５％ 円形 ３８０×３７０ ○ １５３号と複合 EⅡ 町Ⅵ
１５３２０％ （円形） －６００ ○ １５２号と複合 EⅡ新 町Ⅵ
１５４ 完掘 不明 （４００） ○ ○ 有 床面まで削平 勝Ⅲ 町Ⅶ
１５５７５％ 隅丸方形 ６１０×５４０ ② ② 建替と拡張 ○ ２回拡張・建替 勝Ⅲ新・EⅠ新式古 町ⅩⅡ
１５６ 完掘 円形 ４６２×３６５×１４ ○ EⅡ新 調１７集
１５７７５％ 楕円形 ５９４×３９２×２２ ○ EⅡ 調１７集
１５８ 完掘 不定形 ６６９×４５５×１６ ○ EⅡ新 調１７集
１５９ 完掘 円形 ４３４×４１５×１３ ○？ EⅡ～Ⅲ 調１７集
１６０ 完掘 円形 ５４７×４９０×３５ ○？ EⅡ新 調１７集
１６１ 完掘 楕円形 ５１２×４４０×１６ ○ ○？ ② EⅡ中～新 調１７集
１６２７５％ 隅丸方形 ７１５×？ ③ ○ ２回拡張 ○ 勝Ⅲ 町Ⅹ
１６３ 完掘 楕円形 ５０５×４８２ ○ ○ ○ 有 ○ 脂肪酸分析実施 EⅠ新古 町Ⅹ
１６４２０％ 隅丸方形 不明 未 掘 ○ EⅠ新 町Ⅹ
１６５ 完掘 卵形 ４９８×４８８ ② ○ 建替 ○ 他地域系多い 勝Ⅲ・EⅠ新式古 町ⅩⅡ
１６６１０％ 不明 不明 ○ 削平著しく炉・ピットのみ検出 EⅡ中 調１３集
１６７５５％ （円形） 不明 １６８・１７０住と複合 EⅡ 調１８集
１６８４５％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ １６７住に切られる EⅠ新 調１８集
１６９３０％ 円形 不明 ○ 南・東未発掘 調１８集
１７０６０％ （円形） 不明×４９６ ○ １６７住を切る EⅢ 調１８集
１７１ 完掘 不整円形 ５５４×５９５ ○ 有 ○ １７３住を切る EⅡ 調１８集
１７２５２％ 円形 不明×４７２ 未 掘 ○ EⅠ古 調１８集
１７３ 完掘 円形 ４８５×４９２ ○ 有 １７１住に切られる EⅠ新 調１８集
１７４９０％ 楕円形 ６１２×？ ○ １７９住と複合 EⅡ古 調１８集
１７５ 完掘 楕円形 ６４０×６３０ ○ 有 ○ １７６住に切られる EⅡ 調１８集
１７６ 完掘 隅丸方形 ６９０×５３５ ○ ○ ２回拡張 ○ １７５・１７７住と複合 EⅠ古 調１８集
１７７９５％ 楕円形 ６２４×不明 ○ ○ 不明 １７６住を切る EⅡ 調１８集
１７８１０％ 隅丸方形 不明 未 掘 有 ○ １７７住と複合 EⅠ新 調１８集
１７９９５％ 楕円形 ○ １７４住を切る EⅡ 調１８集
１８０ 完掘 円形 ３８５×３９２ EⅡ 調１８集
１８１ 完掘 不整楕円形 ３４０×２９８ ○ 削平著しい EⅡ 調１８集
１８２４５％ （円形） 不明×３９０ ○ 削平著しい EⅡ 調１８集
１８３ 完掘 隅丸方形 ４５０×３７０ ○ ○ ○ EⅠ新 市３

第６４表 西ノ原遺跡住居跡一覧表 （単位�）

東＝東部遺跡群、資＝町史資料編、史＝大井町史料、調＝遺跡調査会報告、
町＝町内遺跡群、市＝市内遺跡群
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第１２０図 西ノ原遺跡第１３５地点遺構配置図（１／４００）土層図（１／６０）
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第１２１図 西ノ原遺跡１８３号住居跡（１／６０）
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第１２２図 西ノ原遺跡１８３号住居跡遺物出土状況（１／６０）炉１・２（１／３０）
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遺構 № 種別・器種 長 幅 厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考
１８３号住居 ３８打製石斧 １０．８ ４．６ １．５ ８５．８ ホルンフェルス 縄文時代 №１０９
１８３号住居 ３９打製石斧 ７．９ ３．６ ２．０ ８４．９ 緑泥石片岩 縄文時代 №５５
１８３号住居 ４０打製石斧 ８．９ ４．７ １．２ ４９．３ ホルンフェルス 縄文時代 P２－№１
１８３号住居 ４１打製石斧 ７．０ ３．９ １．７ ６０．４ 緑色凝灰岩 縄文時代 P３－№１
１８３号住居 ４２スクレイパー ５．４ ７．８ １．０ ３８．１ 黒色頁岩 縄文時代 №２５
１８３号住居 ４３たたき石 １０．３ ４．５ ３．２ １８８．９ 砂岩 縄文時代 №４５
１８３号住居 ４４たたき石 ９．７ ６．７ １．９ １９５．７ 砂岩 縄文時代 №６１
１８３号住居 ４５たたき石 ７．２ ８．６ ３．１ ２７３．５ 砂岩 縄文時代 №４３

が被熱し赤化している。出土遺物はない。西側が足場

部分になると思われる。

（３）１８３号住居跡出土遺物（第１２４図）

１は、P４出土の深鉢で胴上部以下を欠失し、口径

２４cm・遺存高１４cmである。口縁部文様帯・頸部無文

帯・胴部文様帯からなり、地文は口縁部・胴部共に縦

位施文の撚糸文である。口縁部文様帯は隆帯貼付けに

よる区画文と渦巻文であり、渦巻部は前面に突出する。

区画隆帯の上部は長い半円形４と短い円形１をつくり、

隆帯の下方は山形と上・下連結の短い隆帯である。頸

部無文帯の下方は、地文の上に貼付隆帯による直下と

蛇行懸垂文を交互に配する。

胎土には白色細砂粒と石英の粉末を含み、焼成良好

で暗い黄褐色を呈する。外面下部と内面上部に２次被

熱によるハジケが著しい。加曾利 EⅠ式新式（加曾

利第２様式）の中相である。

２～４は住居内ピット出土で、２は P６出土の口縁

部文様帯から頸部無文帯にかかる地文縄文の土器片。

３は地文撚糸文に直下と蛇行の貼付懸垂文を加えた胴

部片で P２出土。４は地文縄文に沈線の垂下文を加え

た胴最下部。２と３は加曾利 E１新式

５～４５は１８３住覆土出土である。

５と６は地文撚糸文の口縁部。７～１０は口縁部文様

帯の破片。１１～１４、１６は頸部無文帯から胴部にかかる

破片で、１２は曾利系のもの。１３は地文沈線で隆帯をも

つ。１７～２４は胴部破片で、地文縄文のものも地文撚糸

のものも共に隆帯貼付の懸垂文をもつ。７～２６は加曾

利 E１新式である。２７～３４は無文の浅鉢であるが、口

縁の特徴から３種類あり、いずれも１や、７～２６と共

伴する類である。３６は連華文をもち、３５は区画文と三

叉文をもつ筒形深鉢の口縁部。

第６５表 西ノ原遺跡１８３号住居跡出土石器計測表 （単位㎝・�）

第１２３図 西ノ原遺跡第１３５地点炉穴（１／３０）ピット（１／６０）
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第１２４図 西ノ原遺跡１８３号住居跡・遺構外出土遺物（１／４）
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西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡

西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡炉１、２ 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡炉１

西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡炉２ 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡住居
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西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡ピット４ 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡入り口のピット群

西ノ原遺跡第１３５地点炉穴 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡土器NO，１

西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡土器NO，２６ 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡No．２～２３

西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡No．２４～３７ 西ノ原遺跡第１３５地点１８３号住居跡No．３８～４５遺構外No．１～３
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